
◎１ 　最初にギターの、どの弦のどこを抑えると、
　音符の何の音になるかを覚えましょう。

解放弦
１フレット ５フレット

1弦(最細）

2弦

3弦

4弦

5弦

6弦(最太）

◎２ 　ギターのチューニング(音合わせ）をしましょう。
　（各弦の関連性・これが基本です）

①　６弦の５フッレット（ラの音）が、５弦の開放の音になります
➁　５弦の５フッレット（レの音）が、４弦の開放の音になります
➂　４弦の５フッレット（ソの音）が、３弦の開放の音になります
④　３弦の４フッレット（シの音）が、２弦の開放の音になります
➄　２弦の５フッレット（ミの音）が、１弦の開放の音になります

※電話の時刻案内　１１７番の　ポッ　ポッ　ポッ　ピーンの　「ピーンの音」
（自分の声の高さに合わせて、音の高さは適当でもいいよ）
（カポダストというのがあって、後から自由に高さを変えられるよ）
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◎３ 　歌の伴奏に使うコード(和音）が押えられるように、繰返し練習します。

×印は弾かないという意味です

※　Fコード(人差し指で１フレットをいっぺんに押える）
　　・これが押さえられなくて辞めてしまう人が多いのです
　　・できないうちは1～3弦だけ使って乗り切りましょう

これだけ覚えれば最初は十分です



◎３ 　さて、詳しく進めてゆきましょう

★チューニングの復習です

★さてさて、コードを押える練習です

（人）→　人差し指 （薬）→　薬指
（中）→　中指 （子）→　小指

【注意】

　・弦は指の先端で押えます（だから、こまめに爪切りをすること）
　・最初は少し痛いけれど、だんだん指先が固くなって、痛くなくなります
　・コードネームの赤色は特に最初に覚えましょう

※一番太い弦が⑥弦・一番細い弦が①弦
です。
 ⑥弦の５フレット（ラ）の音が⑤弦の開放
弦の（ラ）の高さになります。

 順次５フレットの音を次の開放弦の音に合
わせて行きます。

 ②弦は③弦４フレット（シ）の音を合わせま
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Cコード

Aコード

Eコード

Ｄコード



Gコード

Fコード

※　このコードを乗り切りましょう（上手くでいないときは、1～3弦だけ使って頑張りましょう）

Bコード

※Fコードと似ているでしょう（1フレットの人差指が2フレットになっただけ）



◎４ ★歌いながら、ギターをポロローンと弾いてみよう。

　　※　親指で上から下へ、ポロローンと弾いてくだい

【注意】
　・コード表の×印の弦は弾かない
　・最初はリズムなんてどうでもいいです、とにかくポロローン
　・ギターを歌に合わせてポロローンです

練習曲その１
四季の歌

・何といっても、３つの簡単なコードでいいんです。

・「春を愛する」に合わせてＡｍコードをポロローンです「人は」でポロローン
・コードをＤｍに変えて「心清き」をポロローン
・Ａｍの戻して「人」とポロローン

こんな感じで弾いてください



練習曲その２

くちなしの花

・これまた３つのコードです

練習曲その３

学生時代

・簡単な６個のコードとなりました
・Ｆコードは使いません



練習曲その４

百万本のバラ

・３つのコードで素晴らしくモダンな曲を伴奏して歌いましょう

そこそこ出来たら

本屋で曲と歌詞とコードの載った本を買って練習してください

（練習曲は、高齢者が知っている、昭和の曲を選びました）

　さあ、指の運動をしてボケ防止に精進しましょう！


